
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月  そらぐみだより 
 

 

Tel 996-2566 

令和６年３月 1１日発行 

今年度も残りわずかとなり、子どもたちの心の中では進級へのカウントダウンが始まったようです。期待いっぱ

いで「ワクワクする！」楽しみだけど「ちょっぴり心配だな」…一人ひとりの気持ちを受け止めながら、残りの日々

を大切に過ごしていきたいと思います。 

進級するにあたって、ご家庭で取り組んでほしいこと

○自分の荷物は自分で！ 

身体が大きくしっかりしてきたので、リュックや水筒は自分で持って

登降園したいですね。 

○明日の持ち物、わかるよ！ 

一日の振り返りや明日の予定を毎日お話しています。必要な物を

自分で準備したり、おうちの方に話したりできるような会話の時

間をもってもらえたら嬉しいです。（まだ曖昧なところもあるので、

最終確認はしてあげてくださいね！） 

進級直後はまだあどけない表情

だったみんな。友だちと一緒に

たくさんの経験をしたこの一年

で、本当にお兄さんお姉さんら

しく成長しました。ドタバタな場

面もありましたが（⁉）一緒に過

ごせてとても幸せでした。日々

の保育にご理解ご協力いただ

き、ありがとうございました。 

そして、たいよう組。就学までに育ってほしい１０の姿を見据えた集団生活へ。 

～１年間を振り返って～ 
 そら組でのあそびや生活を通して、どのような経験を

してきたのかな？春のクラス懇談会でお話した４つの    

項目に沿ってお伝えします。 

この一年で獲得した学びや育ちを基に、たいよう組になれば子どもたちがもっと主体的に行動し、自分の意思

を伝え合い生活を進める力を身に付けます。たまにはトラブルも経験しながら、社会性を育んでいきます。 

② 人との関わり『社会性』 ① 生活習慣 

④表現活動 
③運動機能 

色々な道具や素材に触れたりその特性を知

ることで、イメージしたものを形に表現する。

面白さを味わう。 

全身を動かして遊ぶことでバランス 

感覚を養う。自分の体の使い方を知り、

様々な運動に挑戦する意欲を高める。 

ルールをみんなで守り、集団

ゲームを楽しめるようになる。 

仲間意識が芽生え、みんなで過ごすためには決まりがあることを知

る。順番を守ったり、分け合ったりできるようになり、友だちとの関

わりがさらに楽しく感じるようになる。 

園外で過ごす時の約束事を守って行動し、地域

の方々との触れ合いを喜ぶ。 

「何でも自分でできる」という意識が育ち、食事・衣服の着脱・排泄

など、身の回りの基本的なことは、ある程度一人で行う。 


